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実行委員長挨拶 小山博 委員長

　渡辺栄一会員からは、皆様に集まって戴いてパー

ティーなどおこがましい、気恥ずかしいので止めて

くれとありましたが、ＲＩ最高の超我の奉仕賞の受

賞はしばらくは無いであろうという事で、黒渕会長

の肝いりで開催となった旨、ご理解を賜りたいと述

べられました。

　渡辺会員のロータリー哲学を小山会員から見てと

付け加えた上で、①ロータリアンはロータリー運動

を通じて自分自身の人格向上が期待できる、②ロー

タリーの取組事業はその基本に伝統を重んじ、品格

と芸術性を持ち、高度な文化性がなくてはならない、

③行田ロータリークラブは子供たちの教育に心を注

ごう、と披露された。

　渡辺会員の口癖は、「市民に必要なロータリーを

目指す」です。渡辺会員は常に先頭に立って企画立

案し、会員の動向を見極め、どうしたらメンバーが

その気になってくれるかに心を注ぎながら力を尽く

してきております。渡辺会員のしつこい程の緻密な

心配りが人を動かす原動力となっています。

　ＲＩ超我の奉仕賞はロータリアン最高の栄誉、こ

れ以上の賞はありません。受賞者は全国でわずか50

名です。渡辺会員の受章は当然過ぎる程当然との発

言に、参加者全員の盛大な拍手。

　最後に実行委員長として、予想以上のご出席に感

謝の意を述べられ、盛大な開会となりました。
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会長挨拶 黒渕陽夫 会長

　ＲＩの超我の奉仕賞を受賞するという事は、ロー

タリアンにとって最高に名誉な事であります。私た

ち行田ロータリークラブの会員も、自分が受章した

様なほんとに清々しい喜びを感じています。

　渡辺さんは行田ロータリークラブにとって生き字

引の様な方で、我々にとってロータリーの父と仰ぐ

方であります。

　奉仕活動におきましては卓越した指導力・企画力

・模範的な行動力によりまして、大変大きな成果が

上がっております。

　渡辺さんの行動軌跡を辿りますと、渡辺さんの前

に渡辺なし、渡辺さんの後に渡辺なし。そして多く

の功労は語り尽くせません。

　私たちは素晴らしい先輩を持った事を誇りに思い

ます。

　今後も、渡辺さんには行田ロータリークラブの発

展の為、是非ご指導を戴きたい。



橋田弥寿男ガバナー挨拶

花束・記念品贈呈

　渡辺さん、これまでロータリーのため社会のため

に残された数々の業績・経験されましたケースこそ

何者にも換え難い貴重なものと信じます。

　渡辺さんは秀でた知性によってこれを記憶され、

時に応じ折に触れ見事に発揮され我々ロータリアン

の救世主の感があります。

　渡辺さんへのお願いとして今までと同じ様に行田

ロータリークラブの先頭に立って、大いに活躍して

戴く事は申すまでも無く、地区に対しても貴重な経

験から得られた尊い知恵をお分かち戴き、色々と注

意・具現・訓戒をどしどしお与え下さい。

　そしてクラブ・地区を挙げてのガバナーご就任を

期待しております。

また、嬉しい報告として「ＲＩ会員増強推進計画表

彰状」が、橋田弥寿男国際ロータリー第2570地区ガ

バナーから黒渕陽夫会長に贈呈されました。

白河ロータリークラブ「かたくりの会」富永英子様

・野中文子様・鈴木啓子様と、当クラブ黒渕陽夫会

長・島崎政敏幹事との花束贈呈となりました。



　小山実行委員長、黒渕会長、橋田ガバナーより身

に余るお褒めの言葉を戴きました。恐縮致しており

ます。

　そうありたいと常々思っている事を、お三方に言

われてしまった様な気がします。これから大変だな

というのが実感です。

　本日は立派な記念例会を開催して戴きまして、橋

田ガバナーを初め、遠路より姉妹クラブの白河ロー

タリークラブや多くのご来賓の皆様にご出席戴きま

して、感動しております。

　皆様方の暖かい友情に心から御礼申し上げます。

　この度の受賞は行田３クラブの協力により行なっ

てくる事ができました。一緒に汗を流し良き仲間、

先輩に恵まれ供にやらせて戴いたもので、皆で受賞

したものと思っております。

　これからは短くなったロータリーライフを、共に

やって行きたい。

受賞の言葉 渡辺栄一 会員 祝　辞

白河ＲＣ会長　草野好夫 様

　超我の奉仕賞は、国際ロータリークラブ世界186ヵ

国、クラブ数32,176クラブ、会員数1,214,127人。年

150人に与えられる最高の賞であります。

　この制度がスタートしまして今年で１３年になり

ますが、国内受賞者は103,180人の中で50人。当地区

2,138人の中から４名の内、渡辺栄一さんがその栄誉

に輝きました。皆様と共に喜びたいと思います。

　乾杯。

　渡辺さん、本日はおめでとうございます。
　行田ロータリークラブとの付き合いも７年になり
ます。これも渡辺さんの功労と思います。今も多く
の事業交流がお世話によって広がってきております。

乾　杯 小池英輔 パストガバナー

地区ロータリー情報委員長　栗山昇 様

　実は裏話をしたいと来ました。超我の奉仕賞は、
ＲＩ理事会が決めた賞の一つであります。色々な賞
がありますが、個人を対象とした賞であります。推
薦様式があり、理事会に理解して戴く必要がありま
すが、小山さんが渡辺さんの素晴らしい実績を切々
と推薦状に書いた賜物ではないかと思います。
　実はこれには裏があって当時の慣例としまして、
歴代のパストガバナーが貰う事になっていた。
　小山さんは地区幹事という要職にありながら、厳
格な審査がありますけれども、その審査を納得させ、
実現させ、本当に素晴らしい地区幹事であったと今
でも尊敬している一人であります。
　その小山さんに盛大な拍手をお願いします。
　小山さんの推薦の通り、渡辺栄一さんのお人柄は
超我の奉仕賞を受賞される様な方ではありますが、
私の様なものにも偉ぶる事無く接している態度は、
本当に素晴らしい人ですね。

白河ＲＣ　富永健男パストガバナー

　私の地区では、超我の奉仕賞受賞者は一人しかお
りません。どうしたら受賞できるのかお聞きしたい。
　渡辺さんとはクラブとしては７年前からのお付き
合いで、その一年前よりお話がありましたが、大変
綿密な方で素晴らしい人であります。
　これからも宜しくお願い致します。

行田ＲＣ　石塚喜助パスト会長

　行田ロータリークラブを代表というよりは、入会
が同期でありますので、友人代表としてご挨拶いた
します。
　渡辺君、超我の奉仕賞受賞おめでとう。友人の一
人として我が事の様な感動と喜びに浸っております。
受賞には千枝さんという影の力があったのは当然の
事であります。奥さん長い間ご苦労様です。
　私も縁があってこういうすばらしいご夫妻と長年
お付き合いが出来た事を大変誇りに思っております。
　渡辺君のロータリーに対する考え方について、私
なりに感じたことを申し上げますと、ロータリーク
ラブでの交流を深めてゆく事は自分自身の社会勉強
である。また、人格向上の機会である。とそのよう
に考えておられたものと推察しております。
　そして、先輩のご指導の元、積極的に奉仕活動に
参加され、会員として資質の向上に励んでおられま
す。ロータリアンとして彼は素晴らしい成長をして
まいりました。
　この度は、誠におめでとうございます。



諸貫ガバナー補佐

　何故今日ここに橋田ガバナーがいるのかについて
話したい。
　今日１６日は最終ガバナー補佐会議で、ガバナー
と地区幹事が集まってホテルで３時～７時まで会議
の予定でしたが、私のところへ黒渕会長から、何で
かんで地域の会合は外してくれ、行田クラブが優先
だと言われ、困った。
　地区の決定をクラブがひっくり返したのはこれが
始めてではないでしょうか。
　結局、補佐会議を変更して、ほんとにガバナー申
し訳ありませんでした。

永島健雄副会長

　渡辺さんが行田ロータリークラブ会長の時、幹事
をさせて戴きました。
　渡辺さんはＪＣから入ってきました。私は先輩の
事を渡辺企画と申しています…。
　渡辺さんは中央大学ご出身ですが、学長であった
林先生の昭和３４年著書に「金や富を残すより、人
を残す事が人生最大の楽しみ」だよ。とありますが、
「金脈を掘るより、人脈を掘る事だ」というのが、
脈々とですね渡辺さんの心に流れているんではない
かと思います。
　今後ロータリー活動また地域活動に大いに皆様方
のご協力を戴きまして、行田の町を良くして戴けた
ら幸いと思います。
　渡辺さん、ほんとうにおめでとうございました。
(行田締で締めて戴きました)



　黒渕陽夫会長、他実行委員の方々には、お疲れ様
でした。心温かい祝賀会となりました。
　クラブ内外から多くの方々にご出席賜り、この上
ないひと時を渡辺栄一会員と共に供することの栄に
浴しました幸いを感じつつ。
　録音状況が一部悪く、テープ起こしの際、割愛編
集をさせて戴きました。お詫び申し上げます。


